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◇国道４３号及び阪神高速神戸線に係わる環境対策の推進

１．路面の舗装修繕工事等

○国道４３号における修繕状況

＜経緯＞
沿道騒音・振動の低減を図るため、路面状況の調査を行うとともに、優先順

位の高い箇所から順次舗装修繕工事の施工を進めています。
平成１４年度については、芦屋市域（下り：約1900m，上り：約500m）と神戸

市域（約800m）の基層を含む低騒音舗装の更新やコンクリート版の目地による
クラックの防止処置を行いました。

＜今後の方針＞
平成１５年度は、これまでに行った舗装状況の調査結果を踏まえ、尼崎市域

（下り：約350m，上り：約150m 、西宮市域（下り：約2800m，上り：約2200m））
神戸市域（下り：約900m，上り：約550m）について、舗装修繕工事を行う予定
です。

図１ 路面の舗装修繕箇所（平成１４・１５年度）
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尼崎市域

西宮市域

図２ 舗装修繕箇所位置図
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芦屋・神戸市域

神戸市域

図３ 舗装修繕箇所位置図
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切削状況

敷均状況

転圧状況

写真１ 舗装修繕の作業状況
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○３号神戸線における補修状況

＜経緯＞
阪神高速道路公団では自動車走行の安全性や沿道環境の保全を確保するため、
、 、 。 、舗装 伸縮継手などの損傷について 目視による点検を毎日行っています また

高速道路の路下に対する安全性の確保や構造物の損傷確認のため、路下から２ヶ
月に１度程度、検査路から６ヶ月に１度程度点検を行っております。

平成１４年度は、日常点検の結果、舗装補修を約１３，０００ｍ 、ゴム伸縮継２

手補修を９箇所（１２レーン）行いました。

＜今後の方針＞
平成１５年度も、引き続き自動車走行の安全性や沿道環境の保全を確保するた

め、良好な維持管理に努めます。

写真２ 舗装補修完了後

写真３ ゴム伸縮継手補修完了後
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